
令和７年度の地震本部の広報活動について

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ ３ 日
地震調査研究推進本部事務局

資料 広１１ー（2）



地震本部の令和７年度の広報活動について①
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日付

令和７年 ３月４日 第６８回政策委員会

３月２８日 「地震本部ニュース 令和７年（２０２５年）春号」を発行

３月１１日 第４１１回地震調査委員会 ☆

４月９日 第４１２回地震調査委員会 ☆

４月２４日 地震調査研究推進本部説明会（自治体等向け説明会） ※新任者向けの概要説明等

５月１３日 第４１３回地震調査委員会 ☆

６月１０日 第４１４回地震調査委員会 ☆

６月２７日 第８回広報検討部会

６月２７日 「日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版）―近畿地域・北陸地域北方沖―」を公表 ☆

７月４日 第４１５回地震調査委員会（臨時会） ☆

７月８日 第１４回予算調整部会

７月９日 第４１６回地震調査委員会 ☆

７月１１日 地震調査研究推進本部説明会（自治体等向け説明会） ※トカラ列島近海の地震活動の評価等

７月２２日 第９回広報検討部会

８月 「お住まいの地域の揺れの可能性を知ろう 確率論的地震動予測地図活用パンフレット」を発行

８月４日 第１５回予算調整部会

８月８日 第６９回政策委員会

８月１２日 第４１７回地震調査委員会 ☆

８月２９日 地震調査研究推進本部第48回本部会議と火山調査研究推進本部第４回本部会議の合同会議

令和７年８月末までの地震本部関係の会議及び広報イベント等 ※令和６年度分（令和７年２月１８日 第７回広報検討部会以降）も含む

凡例： 政策委員会系会議 講演会・イベント
地震本部ニュース・

パンフレット
評価結果の公表 自治体等向け説明会 ☆：記者説明あり



地震本部の令和７年度の広報活動について②
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日付

９月６日～７日 ぼうさいこくたい ２０２５ ブース展示「地震調査研究推進本部及び火山調査研究推進本部の取組」

９月８日 第１０回広報検討部会

９月９日 第４１８回地震調査委員会 ☆

９月２６日 「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版一部改訂）について」を公表 ☆

１０月９日 第４１９回地震調査委員会 ☆

１０月１４日 「地震本部ニュース 令和７年（２０２５年）特別号」を発行

１０月１４日 地震調査研究推進本部30周年特別シンポジウム「地震に挑む、30年の歩みとこれから」

１１月１３日 第４２０回地震調査委員会 ☆

１２月１日 「地震本部ニュース 令和７年（２０２５年）秋号」を発行

１２月９日 第４２１回地震調査委員会（臨時会） ☆

１２月１１日 地震調査研究推進本部説明会（自治体等向け説明会） ※青森県東方沖の地震の評価等

１２月２５日 第４２２回地震調査委員会 ☆

令和８年 １月１４日 第４２３回地震調査委員会 ☆

１月１５日 地震調査研究推進本部説明会（自治体等向け説明会） ※長期評価による地震発生確率値の更新等

１月２７日 「地震本部ニュース 令和７年（２０２５年）冬号」を発行

１月３０日 「英語版：全国地震動予測地図２０２０年版」を公表

２月８日 【地震本部地域講演会 in 高知】昭和南海地震から80年～巨大地震に備える技術と知恵～

２月１０日 第４２４回地震調査委員会 ☆

３月２日 第１６回予算調整部会・第９２回調査観測計画部会

３月１０日 第４２５回地震調査委員会 ☆

３月１８日 第７０回政策委員会

３月２３日 第１１回広報検討部会

令和７年９月以降の地震本部関係の会議及び広報イベント等

自治体説明会追加ver

凡例： 政策委員会系会議 講演会・イベント
地震本部ニュース・

パンフレット
評価結果の公表 自治体等向け説明会 ☆：記者説明あり



パネルディスカッション
の様子

地震調査研究推進本部30周年特別シンポジウム
「地震に挑む、30年の歩みとこれから」
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日時：令和７年10月14日（火）14:30-17:45

概要：
地震調査研究推進本部は平成７年に設置され、令和７年で30周年を迎えた。

これまでの地震本部の成果を振り返るとともに、巨大地震に備えた今後の地震
本部のあるべき姿を議論した。

開催結果：

○ 平田直地震調査委員長（当時）はじめとして以下をテーマにご講演いただいた。

• 平田委員長：地震本部30年間の主な成果や、南海トラフ地震の発生確率の見

直しを含めた、科学的知見を社会に活かすための今後の展望

• 小原一成 同委員長代理：巨大地震との関連が示唆されるスロー地震と高感度

地震観測網

• 西村卓也 同委員：測地・地殻変動データを用いた内陸地震の長期予測手法

• 篠原雅尚教授（東京大学地震研）：光ファイバーセンシング（DAS）技術の海底地震

観測への適用可能性

○ 地震本部委員や外部専門家を招き、パネルディスカッションを行った。

• 観測網の整備は地震本部30年の大きな成果であること、多様な主体が防災に

取り組む環境整備の重要性などについて言及があった。

• 会場での質疑応答では、南海トラフ地震の発生確率の見直しなど一層分かり

やすく国民に伝える重要性が述べられた。

○ 会場約110名、オンライン約320名の方にご参加いただき、参加者からは、

成果・課題や最新研究への理解が深まった、利活用に関してより関心をもっ

た等の感想が寄せられた。

講演会のチラシ

講演の様子
（平田前地震調査委員長）



ぼうさいこくたい2025
語り合い・⽀え合い〜新潟からオールジャパンで進める防災・減災〜
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日時：令和７年９月６日（土）、９月７日（日）

概要：

ぼうさいこくたい（防災推進国民大会）は、内閣府などが主催し、

産官学・市民団体が一同に会し、各自の防災活動の取組・知見を発

信・共有する日本最大級の防災イベントである。令和７年は新潟県

新潟市で開催され、地震本部・火山本部合同（協力：防災科学技術

研究所）でブース展示を行った。

（なお、内閣府主催の火山防災の日啓発イベントのセッションに火

山本部事務局が登壇した。）

開催結果：

ブース展示には、２日間で約290名にお越しいただき、地震本部

や火山本部の概要を説明した。地震本部関連では、地震本部概要や

全国地震動予測地図のポスター、確率的地震動予測地図パンフレッ

トをはじめとする各種地震本部パンフレット、地震本部ニュース、

VR地震体験ゴーグル（防災科研提供）を展示した。

ブース出展の様子

展示ポスター



地震本部地域講演会 in 高知
昭和南海地震から80年〜巨大地震に備える技術と知恵〜
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日時：令和８年２月８日（日）13:30-16:15

概要：
昭和南海地震の発生から80年を迎える高知市にて、主に地域住民に対し、地震

本部の成果の普及啓発や防災意識の更なる高揚を目的として、講演会を開催した。
（主催：地震本部・高知地方気象台、後援：高知県・高知市）。

開催結果：
○ 地震本部をはじめとして各専門家から以下をテーマにご講演いただいた。
• 上野寛管理官（地震本部事務局）：地震本部のこれまでの活動や、高知県の特性に
も触れながら地震本部の成果概要

• 藤本英生台長（高知地方気象台）：郷土の偉人 寺田寅彦の言葉や、気象庁が発表す
る地震・津波の情報など

• 武田哲也上席研究員（防災科学技術研究所）：昨年高知の方々から多大な協力を得て
完成したN-netの整備概要や、地震動・津波の早期検知への貢献

• 廣井慧専門委員（京都大学防災研究所准教授）：我々の生活の基盤となっている、デジ
タル技術の防災対策への貢献と課題

• 土井恵治事務局長（土佐清水ジオパーク推進協議会）：ジオパークを活用した地域の成
り立ちや災害史の学び

• 江渕誠部長（高知県危機管理部）：高知県の防災対策の取組
○ 質疑応答では、高知県の防災対策等に関する質問が会場から寄せられた。
○ 会場では、地震本部のポスターや各種パンフレット、南海トラフ地震や防災
対策に関するポスター・パネル展示が行われた。

○ 会場約140名、オンライン約150名の方にご参加いただき、参加者からは、
地震に関する取組を多面的に知ることができた、備えを考え直すきっかけに
なった、との感想が寄せられたほか、地元新聞でも取り上げられた。

講演会のチラシ

展示の様子

講演の様子
（武田上席研究員）



地震本部ニュース
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令和７年（2025年）春号 令和７年（2025年）特別号 令和７年（2025年）秋号 令和７年（2025年）冬号

• 地震本部ニュースは、地震活動の評価や最新の地震調査研究、広報イベントなど地震本部の

取組を幅広く紹介している。

• 令和７年３月に春号、10月に特別号、12月に秋号、令和８年１月に冬号を発行した。

• 発行後は、配信希望者、全国の地方公共団体・指定公共機関、地震本部関係行政機関の担当

者宛にメールでお知らせしている。また、地域講演会など広報イベントでも配布している。

• 令和８年４月末に令和８年（2026年）春号を発行予定。



地震調査委員会が実施する地震活動に関する総合的評価の
地方公共団体等への広報（地震調査研究推進本部説明会）
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• 地震本部事務局では、地震調査研究の成果を地方公共団体等における防災対策に利活用でき

るよう、定期的又は臨時的に、地震調査委員会が公表する地震活動に関する総合的評価につ

いて、地方公共団体等の担当者向けに説明会を行っている。

• 令和７年度は、定期開催のほか、トカラ列島近海の地震（７月３日発生）・青森県東方沖の

地震（12月８日発生）・長期評価による地震発生確率値の年次更新等について、それぞれ臨

時の説明会を開催した。

• ６月27日に公表した「日本海中南部の海域活断層の長期評価（第一版）―近畿地域・北陸地域北方

沖―」と９月26日に公表した「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版一部改訂）」について、

別途、地方公共団体・指定公共機関向けに説明会を開催した。



令和８年度の広報イベント予定
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○地震本部設置30周年イベント関連

⚫「３０年の資料集」を公表予定

○地域講演会

○地震本部ニュース


